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ことを話し合い、それぞれの役害」を決めておきましょう。

一一一や一一一
一

一扶
ｉ

，一，一泉

一

中下
一　
ｆ

このパンフレッ トは赤い

羽根共同募金の配分金に

より発行されています。

1社 会福穂itあ崩会 〒 鳩8-け 811

家のなかでどこが一番安全か

避難場所はどこにあるのか

避難の時にブレーカーを落とすのは誰?

救急箱や消火器の点検

幼児やお年香りの避難|よ誰が養任を持つか

避難するとき、誰が何を持ち出すか
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わたしたちにできること

あなたの身近には、ちょっとした手助けや心配りを求めている人がいます。

目の不自由な人に対して

0「お手伝いしましょうか」と、ます声をかけましょう。

●誘導するときは、ひじを軽く持つてもらい、半歩くらい

前をゆつくり歩きます。

●建物の入り□など力向を示すときは、
「
右斜め先1 0rYn」な

どと具体的に。
「
あっち」

「
こっち」という言しヽ力はあいま

いです。

●B寺計の文字盤を想定して
「2時 の力向です」などと言うの

ものかりやすいです。

階段は、昇るか降りるかをはっきりと説明することが大

切です。

肢体の不自由な人に対して

●いろいろな障害の人がいらっしゃいますので、それぞれ

の人に適した誘導力法を確認します。

●車椅子の場合は、段差では必ぴ3～ 4人 で協力します。

上がるときは前向きに、下がるとき|よ後ろ向きにして、

恐怖感を与えないように注意しましょう。

●避難のとき、救援者が|□人もいるとは限りません。場合

によってはひもで結んで背負うなど、臨機応変に対処し

ます。

耳の不自由な人、間こえにくいお年寄りなどに対して

●話すときは、近くに寄って相手にまっすぐ顔を向け、□

を大きくはつきり動かします。

●紙とペンがあれば筆談します。

相手の手のひらに指で文字を書いて、伝えることもでき

ます。

●電話の代理を依頼されたら、進んで協力しましょう。

電話の相手の返事は、筆記して渡すようにしましょう。

認知症高齢者に対して

0ま す、やさしく声をかけましょう。

●認知症高齢者は、災書時に恐怖にとらわれて思いもよらない行動をとりがちです。

できるだけ首段と同じ調子で声をかけたり、スキンシップを図って落ち着かせましょう。

乳幼児 ・妊婦さんに対して

●乳幼児や小さな子供を連れての避難は、周囲に気をつかうものです。気兼ねなく授乳や牙ムツ交

換ができるよう、配慮することが必要です。

●妊婦さんには、出産や育児に対する不安にallえ大きなストレスが加わることを理解しましょう。

非常時には一層、周囲の支えが大切になります。



島の安全を確保

テーブルの下などに

入ります。家具やガ

ラス戸から離れ、座

Sと ん等で頭を保護。

トイレ、風呂場、押

入れ等は比較的安全

です。

脱出□を確保

地震の揺れにより建

物がゆがみ、出入り

□が開かなくなるこ

とがあります。早め

にドアや窓などを開

けておきましょう。

央の始末

素早くガスなどの火を消し、電化製品のコンセ

ン トも抜きましょう。

ただし、大きく揺れてしヽるときに無

理して火を消そうとすると、やけど

をすることもあり危険です。

ますは身の安全を確保して

から消火をしてください。

正しい情報を集める

地域の防災無線や広

報車などから、正し

く的確な情報を入手

しましょう。うわさ

やデマに惑わされな

しヽようにしましょう。

状況に応じて避難

火災の拡大、建築物

のle」壊、地盤の崩壊

など危険が迫ったと

きには徒歩で避難し

ましょう。危険がな

ければあわてて飛び

出さび、火の始末を

して様子を見ます。

ひとり暮らしや高齢者だけの世

帯などは、情報から取り残され

がちです。

避難場所内での生活情報や、行

政からの情報など積極的に知ら

せてあげましょう。
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繋慾惚籍誓是晶呂ご旨留3象t官雪F‐々甲↑
年雷りの海家庭など

非常用品には、
緊急避難Bきに持ち出す「

非 常 持 出 品 」と
あります。

災書後の生活を支える「ジ岸1詣続盲二罫解iゴが

【ジト!詣奨予と出霞蝸 家 族で相談して必要最小限のものをリュックサックなどに入れておきましょう。

貴■ 1重 品 現金 E回鑑 保 険証 免 許証 な ど

非 常 食 品 乾パン 缶 詰 水

救  急  箱 家庭常備薬(消毒斉」・鎮痛斉」)包 帯 ガ ーゼ な ど

生 活 用 品 衣類 軍 手 タ イル テ ィッシュ 闘 異 な ど

そ の  他 ヘルメット ラ ジオ 予 備電池 懐 中電灯 な ど

食  料  品 水(1園ひとり3‖ゎ イ ンスタント・レトル ト食品 粟 子類

燃 料 カセットコンロ ガ スボンベ

生 活 用 品 毛布 調 理器具 ポ リタンク ビ ニールシー ト

そ  の  他 工具類(スコップ ・バール ・のこざりなど)

氏名 ・会社名 電 話 番 口百

安否確認 に

災書用伝言ダイヤルの活用を 1

災書時に一般の電話がつながり

に<く なった場合、災書用伝言

ダイヤルが稼動します。家族や

反人の安否確認などに活用でき

ます。事前契約は不要です。

電話で 171を ダイヤル。

音声ガイダンスに従ってくださ

い。被災地への伝言を吹き込ん

だり、録音されたメッセージを

間<こ とが出来ます。


